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平成24年度決算に基づく健全化判断比率審査意見について（提出） 

 

 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項の規定に基づき、市長 

から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類を 
審査したので、その結果について、次のとおり意見を提出します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成24年度決算に基づく那覇市健全化判断比率審査意見書 

 

１ 審査の概要 

 

（１）審査の対象 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に定める実質赤字比率、連結実質赤

字比率、実質公債費比率及び将来負担比率（以下「健全化判断比率」という。）

並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

（２）審査の期間 

 

平成25年８月14日から同年８月26日まで 

 

（３）審査の方法 

 

市長から審査の依頼が出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項 

を記載した書類が適正に算定されているかを検証するため、決算諸表その他の帳

簿及び証拠書類との照合を行うとともに、関係部局から聴取するなどの方法によ

り実施した。 

 

２ 審査の結果 

 

（１）総合意見 

 

審査に付された次の健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類は、法令等に準拠して適正に算定されているものと認められる。 

審査した比率はいずれも基準内であり、早期健全化の対象となるものはなかっ

た。審査の対象となる比率の概要及び意見は次のとおりである。 

 

健全化判断比率 平成24年度 平成23年度 早期健全化基準 

① 実質赤字比率 ―  ―  11.25％ 

② 連結実質赤字比率 ―  ―  16.25％ 

③ 実質公債費比率 14.2％ 14.0％ 25.0％ 

④ 将来負担比率 131.1％ 131.7％ 350.0％ 

  （注）実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字

額が発生していないため、「－」で表示する。 

 

 



（２）個別意見 

  

① 実質赤字比率について 
実質収支額は、28億4,912万円の黒字となっている。 

なお、平成23年度の実質収支額32億6,246万円に比べ、４億1,334万円の

減少となっている。 

 

② 連結実質赤字比率について 
連結実質収支額は、82億7,823万円の黒字となっている。その内訳は、公営

企業会計が90億3,342万円の黒字で、公営企業会計以外の全会計が７億5,519

万円の赤字となっている。 

また、平成23年度の連結実質収支額92億7,187万円に比べ９億9,364万円

の減少となっている。これは主に、公営企業会計の資金剰余額３億 2,559万円

が増えたものの、国民健康保険事業特別会計の赤字が10億2,950万円増え、一

般会計等の実質収支額が４億 1,334万円の減少となったことによるものである。 

国民健康保険事業特別会計の財政状況は、平成 23年度と比べより一層厳し

さを増しており、医療費の適正化と未収金縮減のため、さらなる取り組みの強

化を要望する。 

 

③ 実質公債費比率について 
実質公債費比率は 14.2％となっており、平成 23年度の実質公債費比率

14.0％より0.2ポイント悪化しているものの、早期健全化基準の25.0％を下回

っている。 

 

④ 将来負担比率について 
将来負担比率は131.1％となっており、平成23年度の将来負担比率131.7％

より0.6ポイント改善し、早期健全化基準の350.0％を下回っている。 

 

 

（３）是正改善を要する事項 

 

特に指摘すべき事項はない。ただし、次のとおり意見を述べる。 

 

本市の健全化判断比率は、法令の定める早期健全化基準を下回っている。しか

し、国民健康保険の赤字は近年大幅に増加しており、財政への影響が懸念される。

健全な財政運営に向け継続的に努力されることを望む。 

 


